
オセ アニ ア研 究

研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
報
告

オ

セ

ア

ニ
ア
研
究

ア
ジ

ア

・
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
国
際
比
較

企
業

経
営

モ
デ

ル
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丹

野

勲

は
じ

め

に

オ

セ

ア

ニ
ア

研
究

セ

ン
タ

ー
で

は
、

国
際

比
較

経
営

に
関
す
る

理
論

お

よ
び

国

際

比
較

経
営

の
視

点

か
ら

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
企

業

経
営

を

研
究

し

て
き

た

、
本

稿

で

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
企

業

経
営

に
関
し

て
、

ア

ジ

ア

地
域

の
企

業

経
営

と
比

較
す

る

研
究

を

行
う

。
著

者

は
ア

ジ
ア

・
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
企
業

経

営
を

類

型
化

し

て
み

る

と

以
下

の
よ
う

な
企

業

経
営

モ
デ

ル
を

提
示

で
き

る

の
で

は

な

い
か
と
考

之

て

い
る

、

第

一
は
、

ア
ジ
ア
華
僑

・
華
・人
系

企

業

モ
デ

ル
で

あ

る
。

ア

ジ

ア

に

は
、

台
湾
、

香

港
、

シ

ン
ガ
ポ

ー

ル
と

い
っ
た

ほ
ぼ
華

人
国

家

の
諸

国

、

お
よ
び

タ

イ
、

マ
レ
ー

シ
ア
、

イ

ン
ド
ネ

シ
ア
等

の

華

僑

・
華

人
系

企
業

の
経
済

に
占

め
る
影

響

力
が

き
わ

め
て
強

い

諸
国
が

あ

る

.

こ
れ

ら

の
諸

国

の
華

僑

・
華

人
系

企
業

に
は
、
華

僑

・
華

人

と
し

て
共

通

の
企

業
行

動

が
考

え
ら

れ

る

こ
れ

を
著

者

は
、
華

僑

・
華

人
系

企

業

モ
デ

ル
と
し

て

類
型

化
す

る

第

二
は
、

ア
ジ

ア
社

会

主
義

企
業

モ
デ

ル

で
あ

る

。

ア
ジ
ア

の

社
会

主
義

国

で
あ
る

中

国
や

ベ

ト
ナ

ム
で

は
、
共

に
企

業

改
革

、

対

外

開
放

、

社
会

主
義

市
場

経

済

と

い

っ
た

政
策

を

打

ち
出
し

て

い
る

、

中

国

で

は
、

近

代

化

政
策

と
し

て
農

業

改
革

、

経

済

改

革

、

企
業

改

革
、

対
外

開

放

政
策
等

を

実

施
し

て

い
る

,
ベ
ト
ナ

ム
で

は
、

ド

イ

・
モ
イ

(刷

新
)

政
策

と
呼

ば

れ

る
経

済

改
革

政

策

を

実

施
し

て

い
る

。

こ
れ

ら

の
諸
国

で

は
、

当

然
、

社
会

主
義

体
制

下
で

の
企
業

行

動

と

い
う

こ
と

に
な
り
、

そ

れ
ゆ

之

独
自

性

を

も

っ
て

い
る
、

著
者

は
、

こ
れ
ら

諸
国

を
中

心
と
し
た

企
業

経

営

を

社
会

主
義

企
業

モ
デ

ル

と
し

て
類
型

化

す

る
.

第

三

は
、
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
企
業

経
営

モ
デ

ル
で

あ

る
,
先

進
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諸
国

と

し

て

の
オ

ー

ス
ト
ラ
リ

ア

の
企

業

経
営

は
、

他

の
西
欧

諸

国

の
企

業
経

営

と
共

通
す

る
特

徴
も
多

い
。
特

に
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
企

業
経

営

は
、

イ
ギ

リ

ス

の
影
響

が

強

い
.

労
使

関
係

、

人

事

。
労

務

と

い
っ
た

点

に
イ
ギ

リ

ス

の
企

業

経
営

と

の
共
通

点
が

存

在

し

て

い
る

-

著

者

は

、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
企

業

経
営

を

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
企

業

経
営

モ
デ

ル

と
L

て
類
型

化
す

る

、

本
稿

で

は
、

三

つ
の
ア

ジ
ア

・
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
企

業

経
営

モ

デ

ル

に
関

す
る

企
業

経
営
構
造

に

つ

い
て
考
察

し

、

日
本

的

経
営

の
移

植

と

い
う

観
点

か
ら
重

要

な
問

題

に

つ

い
て

研
究

す

る

,

第

一
節

ア
ジ

ア
華
僑

・
華
人
系
企
業

モ
デ

ル
の
経
営
構
造

本
節
で

は
、

ア
ジ
ア
華
・僑

・
華
人
系
企
業

モ
デ
ル
で

の
経
営
構

造

の
特
徴
を
指
摘
す
る
。
さ
ら

に
、
ア
ジ
ア
華
僑

・
華
人
系
企
業

に
対
す
る
日
本
的
経
営

の
移
植
に
関
す
る
問

題
を
議
論
す
る
。

①
所
有
と
経
営

の
未
分
離
と
専
門
的
経
営
者

出
現
の
遅
れ

華
僑

・
華

人
系
企
業

モ
デ
ル

の
経
営
構
造
と
し
て
ま
ず
指
摘
で

き
る

の
は
、

一
般
的
に
所
有

と
経
営
が
分
化
さ
れ
て
お
ら
ず
専
門

的
経
営
者

の
出
現
が

少
な

い
と

い
う
企
業
形
態
に
あ
る
。

こ
の
所

有

と
経
営

の
分
離

の
遅
れ
は
、
ア
ジ
ア

の
経
済

の
未
発
達

の
み
な

ら
ず

、
華
僑

・
華

人
企
業

の
文

化

・
価
値
構
造

に
も
原
因
が

あ

る
。
華
僑
等

の
中
国
人
は
、
大
家
族
制
、
複
合
家
族
制
に
代
表
さ

れ
る

よ
う

に
、
家
族
、
同
族
同
志

の
結
び
付

き
は
極

め
て
強
く
、

企
業

の
な
か
で
も
同
様
で
あ
る
。
華
僑

。
華

人
企
業

に
と

っ
て
企

業

は

公
的

な
も

の
で

あ
る

と

い
う

よ

り
、

家

族

。
同
族

の
所

有

物

で

あ
る

と

い
う
意

識

が
あ

り

、
企

業

の
成

功

は
家

族

・
同

族

の
成

功

と
イ

コ
ー

ル

と
な
る
,

経

営
者

や

会

社

の
利

益

は
、

公

的
な
存

在

と

し
て
企

業

の
も

の
と

い
う

よ
り

は
、

家

族

・
同

族

の
も

の
と

考

之

て

い
る

の
で
、

所
有

と
経

営
が

分

離

さ
れ
ず

血

縁

に
無
関

係

な
専
門

的

経

営

は
生

ま
れ

て
き

に
く

い
。

こ
の
華

僑

・
華

人
企

業

の
家

族
主
義

、
同

族

主
義

は
、

世
界

的

に
見

て
も

極

め

て
強

い
,

し

か

し

な

が

ら

、

一
部

の
華
・僑

・
華

人
企

業

で

今

ま
で

の
同

族
、

同

郷
中

心

の
経
営

者

、
資
本

か
ら

脱

し

て
、
所

有

と

経
営

の

近
代

化

へ
の
道

に
進

み

つ

つ
あ
る

企
業

も
見

ら

れ

る
.

日
本

や

欧

米
企

業

と

の
合
弁

会

社

の
設

立

か
ら

進
ん

だ

経
営

思
想

に
刺

激

さ

れ
、

い
わ

ゆ

る
華

僑

的

経
営

行

動

か
ら
脱

し

つ

つ
、

経
営

近
代

化

へ
進
も

う

と
し

て

い
る
企

業

で

あ

る
。

理
論

的

に
見

て
も

、
企

業

規

模

の
拡

大

は
同

族

の
ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
不

足
を

生

じ
、

複

雑
で

高
度

の
経
営

管

理
能

力

が

必
要

に

な
り
、

専

門

経
営
者

出

現

の
圧

力

と

な

る

。

ま

た

、

ア

ジ

ア

諸

国

の
経
済

発

展

は
著

し

く

、

教

育

水
準

が

向

上

し

、

大
学

、

大
学

院
卒

が

増

大
し

て

い

る
。

こ

の
高
学

歴
化

は
、
専

門

経

営
者

出

現

の
圧
力

と
な

っ
て

い

る
。日

本

企
業

の
華

僑

。
華

人
系

企

業

と

の
合
弁

企
業

の
場
合

、

こ

の
所

有

と

経
営

の
分
離

と
専

門

経
営

者

の
出

現

は
歓

迎
す

べ
き

こ

と
で
あ

り

、

日
本
企

業

は

こ
の
よ
う

な
経
営

近
代

化

に
対

し

て
積

極

的

に
援

助
し

て

い
く

必
要

が

あ

ろ
う
、

11



オセ アニ ア研 究

②
商
業
資
本
家
的
経
営
行
動
と
外
資

へ
の
依
存
性

華
僑

・
華

人
資
本
家

は
、
産
業
資
本
家
で

は
な
く
商
業
資
本
家

的
性
格
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
つ
の
事
業
を
長
期
的
視
点
か
ら

投
資
、

工
場
を
立
て
永
続
的
に
発
展
さ
せ
よ
う
と

い
う
産
業
資
本

家
的
体
質
が
希
薄
で
あ
る
。
華
僑

・
華
人
企
業

の
資
本
家
は
、
短

期
的

視
点

か
ら
利
益
や

投
資
を
増

大

に
し
よ
う

と

い
う

高
度
を

と

っ
た
り
、
事
業

経
営
が
悪
化
す
る

と
工
場
を
売

っ
て
別

の
事
業

に
転
換
す
る
経
営
行
動
を
よ
く
行
う
。
華
僑

・
華

人
企
業
は
、
同

一
の
事
業

・
業
種
や
技
術
、
販
売
な
ど

に
関
連
を
持

つ
事
業

に
多

額

の
投
資
を
集
中
す
る
と

い
う

い
わ
ゆ
る
ト
ラ
ス
ト
的
行
動
よ
り

も
、
危
険
分
散

の
た
め
本
業
と
ほ

ど
ん
ど

関
連
を
持
た
な

い
複
数

の
他
業
種

に
事
業
投
資
を
行
う

と

い
う
資
本

の
分
散

(
コ
ン
グ

ロ

マ
リ

ッ
ト
的
事
業
展
開
)
を
行
う
傾
向
が
あ
る
。

こ
れ

は
、

一
つ

の
事
業
拡
大
よ
ワ
も
、
小
規
模
で
多
業
種
の
拡
大
行
動
を

と

っ
て

い
る
。
そ

の
理
由
は
、
華
僑
を
取
り
巻

く
政

治
的
不
安
定
性
と
、

中
国
人
の
家
族
主
義

の
た
め
で
あ
ろ
う
。
中
国
人
の
大
家
族
制
を

反
映
し
て
、
華
僑

・
華

人
企
業
は
兄
弟
あ
る

い
は
家
別

に
企
業
を

分
割
、
分
担
し
て
経
営
を
行

い
、
多
数

の
企
業
を
同
族
で
支

配
し

て

い
る
企
業
も
多
く
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
華
僑

・
華
人
企
業

の
特
徴
と
し
て
外
国
資
本

へ
の
依
存

性
、
従
属
性
が
あ
る
。

こ
の
外
国
資
本

へ
の
依
存
性
は
、
前
述
し

た
華
僑

・
華
人
企
業

の
商
業
資
本
家
的
体
質

に
関
連
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
外
資

と
合
弁
や
提
携
を
行

っ
て

い
る
華
僑

・
華

人
企
業

の
経
営
者

は
外
資
側
に
全

面
的
に
技
術
生
産

の
援
助
を
期
待
し
、

華

僑
経
営
者

は
、
も

っ
ぱ
ら

人
事

・
販
売
を

中

心
に
経
営
す

る

か
、
合
弁
企
業
を
異
な
る
投
資
対
象
と
す
る
形
が
多

い
。
華
僑
は

技
術
、
生
産

の
重
要
性

に
対
す
る
認
識
が
薄
ー
、
販
売
を
重
視
L

た
経
営
に
な
る
き
ら

い
が
あ
る
。
合
弁
企
業

の
場
合
、
技
術
、
生

産

は
外
国
資
本
か
ら
全
面
的
援
助
を
う
け
、
華

僑
は
販
売
や
人
事

中

心
に
運
営
し

て

い
る
事

例
が
多
ー
見
ら
れ
る

の
は
そ

の
た
め
で

あ
る
。

さ
て
、

日
本
企
業

の
ア
ジ
ア
で

の
所
有
政
策

の
こ
れ
か
ら

の
あ

り
方

に

つ
い
て
、
次
に
考
え

て
み
よ
う
。
海
外
子
会
社
の
性
格
を

大
き
く
分
類
す
る
と
二

つ
に
分
け
ら
れ
よ
う
。
第

一
の
類
型

は
、

現
地
市
場
で

の
販
売
を
中

心
と
L
、
輸
出
代
替
を
目
的
と
す
る
現

地
市
場
指
向
型
海
外
子
会
社
で
あ
る
。
第

二
の
類
型
は
、

日
本
な

ら
び

に
第
三
国

へ
の
製
品
輸
出
、
国
際

工
程
分
業
を
目
的
と
し
た

輸
出

・
国
際

工
程
分
業
指
向
型
海
外
子
会
社
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ

ア

の
華
僑

は
、
商
業
資
本
家
的
経
営
行
動
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な

特
有

の
経
営
上

の
特

徴
を
持

っ
て
お
り
、
著
者

は
そ
れ
を

一
つ
の

経
営
行
動

の
類
型
と
し
て
華
僑
的
経
営
行
動
と
呼
ぶ
。

以
上

の
概

念
か
ら
、
ア
ジ
ア
で
の
日
系
企
業
合
弁
企
業

の
所
有

政
策
を
考
え

て
み
よ
う
、
日
本
側

の
出
資
比
率
引
き
上
げ
圧
力
が
強
ま
る
と
考

之
ら
れ
る

の
は
、
海
外
子
会
社
が
輸
出

・
国
際

工
程
分
業
型
か
、

あ
る

い
は
、
現
地
市
場
指

向
か
ら
輸
出

・
国
際

工
程
分
業
型

に
重

点
が
移
行
し
た
場
合
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
華
僑
が
パ
ー
ト
ナ
ー

の

12
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ケ

ー

ス
で
、

い
わ

ゆ

る
華

僑

的
経

営
行

動

か
ら

脱

し
た
場

合

、

日

本

側

と

の
所
有

を

め
ぐ

る

コ

ン
フ
リ

ク
ト

は
非
常

に
高

ま
る

だ

ろ

う
。

パ
ー

ト
ナ

ー

の
華

僑

資

本
が

、
所

有

と

経
営

の
分

離
、

産

業

資

本
家

的
行

動
、

外

国
資

本

か
ら

の
独
立

性

と

い
っ
た
経
営

の
自

律

性
、

自

主
性

を
指

向
す

る
経
営

行

動

に
移

行
し

た
場

合
、

華

僑

側

は

日
本
・側

の
強

い
統

制
を

嫌

い
、

日
本

側

に
対

し

て
出
資

比
率

引

き

下
げ

要
求

を

求

め
る

こ
と
が
あ

ろ
う

。

一
方

、

日
本

側

は
、

海

外

子
会

社

の
性

格
が

輸

出

・
国
際

工
程

分

業

の
場
合

、

理

論
的

に
も

国
際

ロ
ジ

ス
テ

ィ

ッ
ク
戦

略
、

輸

出
戦

略
、

生
産

・
技

術

水

準

の
高
度

化
が

必
要

と

さ
れ
、

当

然

日
本

の
親

会

社

の
人
事
、

技

術
、

財
務

等

の
統
制

が

強
ま

り
、

ま

た

日
本

側

の
出
資

比
率

引

き

上
げ

圧
力

は
強

ま
ろ

う

。

こ
の
た

め
、
華

僑

側

と

日
本

側

と

の
所

有

を

め
ぐ

る
対

立
が

高

ま
る

こ
と
が
予

想

さ

れ
、
場

合

に
よ

っ
て

は

日
本

側

は
、

現

地
子

会

社
を
所

有

の
段

階

的
委

譲

(フ

ェ
イ

ド

ア
ウ

ト
)

を
考

慮
す

る

必
要
が

あ
ろ

う
。

そ

の
際
、

フ

ェ
イ

ド

ア

ウ

ト

す
る

子

会

社
は

現

地
市
場

を
中

心
と
し

、

新

た

に

日
本

側
資

本

一
〇
〇
パ

ー

セ

ン
ト
所
有

の
輸

出

・
国

際

工
程

分
業
指

向

の
子

会

社
を

同

一
国

に
設

立

す
る

と

い
う
解

決
策

も

あ

ろ
う
。

日
本

の

繊

維
産

業
、

電

機
産

業

で

こ

の
よ

う

な
同

一
の
国

に

二

つ
以
上

の

目

的
を

異

に
す

る
子

会

社
を

設

立
す

る
企

業
が

見

ら
れ

、

こ
れ

は

極

め

て
注

目
す

べ
き

こ
と
で

あ
ろ

う

.

な

お
、

日
本
側

企
業

が

両ロ同

度

な

技
術

を
要

す

る
製

品
を

製
造

す

る
場

合

、

な
ら
び

に
現

地
市

場

に
思

い
切

っ
た

拡

大
を

狙
う

場
合

、

日
本

側
出

資

比
率

引
き

上

げ
圧
力
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

現
在
、
ア
ジ
ア

の
華
僑

。
華

人
企
業

の

一
部

に
、
商
業
資
本
家

的
体
質
か
ら

脱
し
、
産
業
資
本
家
的
体
質
を
持

っ
た
企
業
も
生
じ

て
き
て

い
る
。
今
後
、

こ
の
よ
う
な
動
き
は
注
目
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
G

③

温
情
主
義

的
組
織
行
動

華
僑

・
華

人
企
業

の
組
織
行
動
と
し
て
温
情
主
義
的
傾

向
が
あ

る
。
リ
ー
ダ
ー

シ

ッ
プ
、
労
務
管
理
、
労
使
関
係
等
で
、

い
わ
ゆ

る
温
情
主
義

的
行
動
が
多
く
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
華
僑

.
華
人

企
業
で
は
純
然
た
る
他
人

の
従
業
員

に
も
中
国

人
の
精
神

の
中

心

で
あ
る
家
族
制
度
が
擬
制

さ
れ
、
家

父
長
的
支

配
、
義
理
人
情
的

人
間
関
係

の
存
在

に
よ
り
温
情
的
組
織
行
動
が
色
濃
く
残

っ
て

い

る
○こ

の
点
か
ら
見
る
と
日
本
企
業

の
家
族
主
義

的
労
務

政
策
は
、

華
僑

・
華

人
企
業

に
よ
く
適
合

し
そ

の
経
営
移

転
は
容
易
で
あ

る
。
華

僑

と

の
合
弁

で
あ

る
ア

ジ
ア

の
日
系
企
業

の
労
務
管

理

は
、

日
本

と
ほ
ぼ
同
様

の
家
族
主
義

的
労
務

政
策
が
採
用

さ
れ
、

良

い
効
果
を
上
げ

て

い
る
例
が
多

い
。

④

血
縁
、
地
縁
を
中

心
と
し
た

ヨ
コ
社
会

華
僑

・
華
-人
企
業
の
組
織
行
動

の
第

二
の
特
徴
は
、

血
縁
、

地

縁
を
中

心
と
し
た
ヨ

コ
社
会
の
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
指
向
で
あ
る

点
で
あ
る
り
従
業
員

は
、
企
業

に
対
す
る
忠
誠

心
、

一
体
感
が
極

め
て
弱
く
、

ヨ
コ
型

の
人
的
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
る
血
縁

・
同
族

13
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.
地
縁

へ
の
忠
誠

心
、

一
体
感

が

強

い
.

比
較

的
簡

単

に
転

職
し

た
り

、
自

分

で
事

業
を

起

こ
す

職
業

独
立
指

向
が
強

い
、
そ

の
た

め
、

日
本

と

比

較
す

る

と
、

内

部
昇

進

、
企

業
内

熟

練

形
成

が
困

難

で

あ
る

、

し

か
し
、

世
界

的

に
見

て
も
、

日
本

の
タ

テ
社

会
で

内

部

労
働

市
場

の
優

位
性

は
特
異

で

あ

り
、

そ

の
意
味

で

、

ヨ

コ

社

会
た

る
華

僑

・
華

人

の
組

織
行

動

は

必
ず

し
も

珍

し
く

な
ー

、

む

L
ろ

世
界

の
多
く

の
国

の
特

徴
で

す
ら

あ

る

と

い
っ
て
も
過

言

で

は
な

い
、

第

二
節

ア
ジ

ア
社
会
主
義
国
企
業

モ
デ
ル
の
経
営
構
造

本
節
で

は
、

ア
ジ
ア
社
会
主
義
企
業

モ
デ

ル
と
し

て
中
国
、
ベ

ト
ナ
ム

の
企
業
経
営
構
造

の
特
徴
を
考
察
す
る

中
国
で
は
、
従
来

の
社
会
主
義

に
お
け
る
企
業
経
営
を
改
革
す

る
近
代
化
政
策
を
実
施
し
て

い
る

こ
と
は
周
知
で
あ
ろ
う
。
ベ
ト

ナ

ム
も
、
新
社
会
経
済
政
策

(刷
新

ー
ド
イ

モ
イ
)
に
よ
り
ベ
ト

ナ
ム

の
企
業
経
営
を
転
換
す
る
政
策
を
実
施
し
た
。

中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
両
国
は
同
じ
社
会
主
義
国
で
あ
り
、
そ

の
企

業
改
革
に
は
共
通
点
が
多

い
.
本
節

で
は
、
中
国
を
中

心
と
し
た

社
会
主
義
国
で

の
企
業
経
営

モ
デ
ル

の
経
営
構
造
に

つ
い
て
考
察

す
る
。

⑦
中
央
統
制
的
企
業
経
営
か
ら
市
場

メ
カ

ニ
ズ
ム
に
よ
る
企
業
経

営

へ
の
移
行

従
来

の
中
央

統
制
的
経
済

か
ら
市
場
経

済
体
制

へ
の
移
行
に
よ

る
企

業

経
営

で

あ

る
、
す

な
わ

ち
、

商
品

経
済

・
市
場

経
済

の

必

要
性

を

認
識

し

、

マ
!
ケ

ッ
ト

・
メ

カ

ニ
ズ

ム
を

重

視
す

る
政
策

で
あ

る

,

中

国

で

は
、

政
府
が
製

品

価

格
を
統

制
す

る

多
重

価
格
制

度
を

改
革

し
、

統
制

価
格
を

減

ら

す
政
策

を

打

ち
出

し

て

い
る
、

ベ
ト

ナ

ム
で
も

、
各

種

の
商

品

の
価
格

は
市
場

の
需

給

に
委

ね
ら
れ

、

政
府

の
価
格
決

定

は
電

力
、

燃
料
、

輸
送

、
交

通

手

段
、

鉄
、

セ

メ

ン
ト
、
綿

な
ど

一
部

の
品

目

に
限

ら
れ

る

こ
と

と
し
た

.

以
上

の
よ

う

に
、

社
会

主

義

国

の
企

業

経
営

に

お

い
て
も

、
資

本

主
義

諸
国

と
同
様

、
市

場

原

理

に
も

と
つ
く

競
争

メ
カ

ニ
ズ

ム

か
働

く

体
制

に
変

化

し

て
き

て

い
る

,

②

企

業

自
主

権

の
拡

大

従
来

ま
で

の
国

家

に
よ

る
集

権

的
企

業
統

制

か
ら

、

企
業

の
自

由
裁

量

権

を

大
幅

に

認
め

る
、

国

か
ら

企
業

へ
の
権

限

の
分
権

化

が

急
速

に
進

展
L

た

。

中

国

の
企
業

自

主
権

の
拡

大
政
策

は
、

一
九

八

四
年

五
月
、

国

務

院

に
よ

る
暫
定

規
則

の
交

付

に
よ

り

正
式

に
具

体

化

さ
れ

た

。

企
業

の
自

主
権

の
内

容

と
し

て
は
、

生
産

経
営

計

画
、
製

品

の
販

売

、
製

品

価
格
、

物
資

の
購

入
、

資
金

の
使
用

、
資

産

の
処
理
、

新
し

い
機
構

の
設
置

、

人
事

と
労
務
管

理

、
賃

金

と
賞
与

、

連
合

経
営

な
ど

が

あ
る

一
中

国

国

営
企

業

は
、

政
府

に
よ
る
高

度

な
中

央

集

権

的
管

理

か
ら
、

企

業

に

一
部
権

限

の
分
権

化

が
行

わ
れ

、

企

業
自

主
権
が

高

め
ら

れ

た

,

14
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現
在

ま
で

に
、

企
業

自

主

権

は
さ
ら

に
拡

大
さ
れ

、

一
九

九

二

年

七
月

に
、

政
府

は

「
全

人
民
所
有

制

エ
業

企

業

経
営

メ

カ

ニ
ズ

ム
転

換
条

例
[

を

交
付

、

国

営
企

業

に

大
幅

な
自

主
権

を
与

之

る

政
策

を

実

施
し

た
り

こ

の
実

施
条

例

は
、

国
営

企

業

の
経
営

メ

カ

ニ
ズ

ム

の
転

換
を
早

め

、
国

営
企

業

の
市
場

進
出

を

促
進

さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
国

営
企

業
を

活
性

化
さ

せ
る

た

め

の
措
置

で

あ
る

こ
の
条
例

に

よ
る

と
、

国
営

企

業

は

一
四

の
点
で

十

分
な

経
営

自

主

権

を
持

つ
よ
う

に
な

っ
た

い
国
営

企
業

の
工
場

長

は

以
前

の
よ

う

に
中
央

の
計

画
と
指

令

に
よ
り
経

営

を
行

う

の
で

は

な
く
、

輸

出

入
、
投

資

、
労

働
者

の
採
用

(国

家

が
企

業

に

割
り
当

て

る

人

員

を

拒
否

す

る

こ
と
を

含

む
)

お
よ
び

、
製

品

の
価
格

決
定
、

販

売

の
点

で
十

分

な
自

主
権

を
持

つ
口

こ
の
条

例

は
、

経
営

管

理
が

悪

く

、
欠

損

の
多

い
国

営

企

業

に
対

し

て

は

、

生

産

停

止
、

合

併
、

あ
る

い
は

倒
産

を
実

施
す
る

基
準

を
定

め

て

い
る

,.

企

業
自

主
権
を

さ

ら

に
徹

底

さ

せ
る
制

度

と
し

て
、

中

国
で

は

工
場

長

責

任
制

度
、

経

営
責

任
請

負
制

度

や

リ

ー

ス
制

経
営

な
ど

が
実

施

さ
れ

て

い
る

.

ベ

ト
ナ

ム
政
府

は
、

各

省
庁

と
そ

の
関
係

諸
機

関

に
対

」
、

そ

れ

ま
で

諸
機

関

の
中

に
編

成

さ
れ

て

い
た
事

業

部
門

を

政
府

か
ら

切
り

離

し
、

そ
れ

ぞ
れ

民

間

・
国
営

企

業

に
権

限
を

委

ね
る

政
策

を

実

施
し
た

、

ま
た
、

石
炭
、

電

力
、

鉄

鋼
、

科
学

、

肥
料
、

運

輸
、

情

報
、

一
部

の
消

費

財
等

の
三

五

の
戦

略
的
産

業

の
拡

大

政

策

が
実

施

さ
れ

た
。

経
営

計

画

の
策

定

、

市
場

へ
の
参

入
、

価

格

の
設
定
、
人
事

の
決
定
、
賃
金

の
決
定
、
原
材
料

の
購

入
等

の
多

く
は
国
営
企
業

に
権
限
が
委
譲
さ
れ
て

い
る
、
国
営
企
業
は
独
立

採
算
制

に
移
行
L
、
自
ら
費
用
を
負
担
す
る
と
と
も

に
市
場
に
結

び

つ
い
て
主
体
的

に
生
産
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
、
政
府

は
国
営

企
業
に
対
す
る
補

助
金
を
大
幅

に
減
ら
す
と
と
も
に
、
命
令
的
計

画
ノ
ル

マ
を
廃

止
L
た

以
上

の
よ
う

に
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
と
も
企
業
に
権
限
を

大
幅

に
委
譲
す
る
自
主
権
拡
大
政
策
を
行

っ
て

い
る
,

⑧
所
有

形
態

の
多
様
化

所
有
制

改
革

で
あ

る
-
従
来

の
国
有
制

、
公
有
制

の
み
な
ら

ず
、
各
種

の
所
有

形
態
を
認

め
る
.
㌔
と
に
あ
る

、

中
国
で
は
、

人
民
所
有
制
企
業

(国
有
制
)

の
ほ
か
に
、
集
団

所
有
制
企
業
、
個
人
所
有
制
企
業
、
私
営
企
業
、
外
資
企
業
、
外

資

と
の
合
弁

・
合
営
企
業
と

い
っ
た
各
種

の
所
有

形
態

の
企
業
を

許
容
、
発
展
さ
せ
た

、
中
国
で
は
、

以
下
の
五

つ
の
所
有

形
態
が

代
表
的
な
企
業

形
態
で
あ
る
、
第

一
は
、
全

人
民
所
有
制
企
業
で

あ
る
。

い
わ
ゆ
る
国
営
企
業
で
あ
る
、
全
人
民
所
有
制
企
業

は
、

近
年
そ

の
比
重
が
低
下
し
て

い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
中
国

の
経
済

の
な

か
で
中

心
的
地
位
を
占

め
て

い
る
.
第

二
は
、
集
団

所
有
制
企
業
で
あ
る
,
集
団
所
有
制
企
業
も
、
中
国
経
済

の
な
か

で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て

い
る
.
近
年
、
郷
鎮
企
業

と
言
わ
れ

る
農
村

で

の
集

団
所

有
制
企
業

は
、

長
足

の
発
展
を

遂
げ

て

い

る
G
第

三
は
、
私
有
企
業
で
あ
る

、
私
有
企
業
は
近
年
発
展
し
て

15
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き
た
企
業
形
態
で
あ
る
。
私
有
企
業

に
は
、
個
人
企
業
と
私
営
企

業
に
分
類
さ
れ
る
。
個
人
企
業
、
私
営
企
業
と
も
、
七
九
年

の
改

革

・
開
放
政
策

へ
の
大
転
換
後
復
活
L
た
。
第

四
は
、
連
合
混
合

所
有
制
企
業
で
あ
る
、
連
合
混
合
所
有
制
企
業
連
合
は
、
各
種

の

企
業
が
連
合
L
た
形
の
企
業
形
態
で
あ
る
。
連
合

の
形
態

に
は
、

国
、
集
団
、
個
人
所
有
制
企
業
間

の
連
合
、
国
と
集
団
所
有
制
企

業
間

の
連
合
、
集

団
と
個
人
所
有
制
企
業

の
連
合
な
ど
さ
ま
ざ

ま

な
も

の
が
あ
る
。
第
五
は
、
外
資
系
企
業
で
あ
る
。
外
資
系
企
業

と
L
て
、
全
額
外
資
企
業
、
中
外
合
弁
企
業
、
中
外
合
作
経
営
企

業

の
三

つ
の
企
業

形
態

が
あ

る
。

こ
れ
ら

の
企
業
を
中

国
で

は

「
三
資
企
業

」

と
呼
ん
で

い
る
。
全
額
外
資
企
業
は
、
外
国
資
本

が

一
〇
〇
%
出
資

L
た
形

の
企
業
で
あ
る
、
中
外
合
弁
企
業

は
、

外
国
資
本
と
中
国
国
内
資
本
と

の
合
弁

形
態

の
企
業
で
あ
る
,
中

外
合
作
経
営
企
業

は
、
外
国
投
資
家
は
資
金
、
技
術
と

一
部

の
原

材
料
を
提
供
し
、
中
国
側
は
土
地
、

工
場

の
建
物
と
若
干

の
施
設

お
よ
び
役
務
を
提

供
し
て
、

双
方
に
合
意
さ
れ
た
条
件
と
契
約

の

規
定

に
よ
り
収
益
を
配
分
す
る
企
業
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ

ム
で

は
、
従
来

の
国
有

・
公
有

の
所
有

形
態
か
ら
国
有

・
公
有
、
集
団
所
有
、
個
人
所
有

と

い
っ
た
所
有

形
態

の
多
様
化

を
認
め
た

こ
と
で
あ
る
。
外
国
企
業
が

一
〇
〇
%
出
資
す
る
完
全

子
会
社
や
、
合
弁
企
業

の
設
立
を
も
認
あ
た
。
ベ
ト
ナ

ム
は
、
外

資
を
積
極
的

に
導

入
L
輸
出
指
向
型

の
加
工
業
を
振
興
す
る
開
発

戦
略
を
打
ち
出
し
て

い
る
。
ま
た
、
公
的
所
有

の
財
産
は
、
国
営

企

業
や

協

同
組

合

に
だ

け
与

之

ら
れ

る

の
で

は
な
く

、
各

種

の
形

態

で
利

用

で
き

る

よ
う

に
し

た
。

す

な
わ

ち
、
売

買

の
ほ

か
、

請

負

、
賃

貸

、
株

式

化
、

土

地

の
長

期

使
用

貸
与

や

使
用

権

な
ど

の

形
態

で

あ

る
。

ベ
ト

ナ

ム
で

は
、

ド
イ

モ
イ

政
策

以
降

、
国

営

企
業

以
外

の
各

種

の
企

業

・
事

業

形
態
が

存

在
す

る

こ
と

に
な

っ
た
,

第

一
は
、

官

民
合
弁

企

業

で
あ

る
。

こ
れ

は
、

政
府

と
民
間

投

資

家

と

の
合

弁
企

業

で
あ

る
。

民

間

投
資

家

は
資

本
や

固
定

資
産

を

提

供

し
、

国

と
利

益

を

共
有

す

る

.
ま

た
、

民
間

投
資

家

は
、

経
営

や
営

業

に

関
す

る
権
利

も

合
わ

せ
て
持

つ
こ
と
が

で
き

る

.

第

二
は
、

共

同
生
産

企

業
あ

る

い
は
共

同
生
産

事

業

で
あ

る

.

こ

れ

は
、

も

っ
と
も

広
く

浸
透

し

て

い
る

企
業

形
態

で

あ
る

」.
す

べ

て

の
経

済

分
野

の
人

々
が

契

約

の
元

に
資

本
を

提

供
し
、
利

益

を

共
有

す

る
事

が

可
能

で
あ

る
。

形
態

と
し

て
は
、

国
営

と
民
間

と

外

国
企

業

に
よ

る
合

弁

と

い

っ
た
も

の
が

あ
る
。

第

三

は
、

小
規

模
企

業

や
、

家

族
経

営

の
企

業

で
あ

る
。

民
間

や

国
営

、
外

国

企

業

の
下

請

け

や

、

関

連

会

社

と
L

て
多

く

が

事

業

を

行

っ
て

い

る
。
第

四
は
、
委

託
企

業

で
あ

る

、
経

営

不
振

や
そ

の
他

の
理

由

に
よ

り
、

政
府

に
よ

っ
て
資

産

を
凍

結

さ
れ

、

他

の
経
営

者

に
委

譲

さ

れ
た

企
業

で

あ

っ
て
、

通
常

民
間

の
投

資
家

が

買

収
す

る
。

第

五

は
、

外

国
企

業
で

あ

る
。

ベ

ト
ナ

ム
外

国
投
資

法

に
基

づ

い

て
、
海

外

在

住
ベ

ト
ナ

ム

人
を
含

め
た
外

国

企
業

、

個

人
投
資

家

の

一
〇

〇
%

出
資

に
よ

る
会

社

で
あ

る
。

第

六

は
、
生

産
者

組

合

16



国 際 経 営 フ ォー一ラ ムNo.5

で
あ

る
、

こ
れ

は
通
常

、
特
殊

な
分
野
、

た

と
え
ば
、

繊
維
、

コ
ー
ヒ
ー
、
た
ば

こ
等

の
事
業
に
見
ら
れ
る
事
業
形
態
で
あ
る
。

生
産
者

組
合
が
、
他

の
合
弁
事
業
や
企
業
複
合

体
等

と
違
う
点

は
、
資
本
、
固
定
資
産
を
共
有
し
て
お
ら
ず
、
相
互
利
益
保
護

の

目
的

の
み
に
設
立
さ
れ

て

い
る
こ
と
で
あ
る
.
生
産
者
組
合

加
盟

企
業
、
個
人
は
相
互

の
生
産
技
術
保
護
、
ま
た
は
支
援
、
製

品

の

営
業
方
法
、
市
場
取
引
等

の
分
野
で
相
互
補
助
を
行
う
,

以
よ

の
よ
う

に
、
中
国
、
ベ
ト
ナ

ム
は
各
種

の
企
業

形
態
を
許

容
、
発
展
さ
せ
て
き
て

い
る
と

い
う
特

徴
が
あ
る

.

所
有

形
態
で
き
わ
め
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
株
式
会
社
形
態

の

出
現
で
あ
ろ
う
、

中

国
で
は
国
営
企
業

の
株
式
化
が
徐

々
に
進

め
ら
れ
て

い
る
。

中
国

政
府

は
、
大
規
模
国
営
企
業

に

つ
い
て
は
、

一
挙
に
株
式
化

を
行
う

の
で
は
な
ー
、
穏
当
に
株
式
化
を
し

て

い
ー
方
針
で
あ
る

国
営
企
業
で
あ
る
人
民
所
有
制
企
業

の

一
部
資
産
を
企
業

に
譲
与

し
、

労
働
者

、
職
員

に
従
業
員

持
ち
株
を
持

た
せ
る
。
国
、
企

業
、
従
業
員
、
そ

の
他

の

一
般
株
主
が
、
企
業
を
株
式

と

い
う
形

態
で
所
有
す
る
形
を

と
る
、
と

い
う
形
態
が
多

い
,
配
当

に

つ
い

て
は
、
国

の
持
ち
株
分

と
企
業

の
持
ち
株
分
に
関
し
て
は
通
常

の

利
益
配
当

の
み
で
あ
る
が
、
個
人
株
主
に
対
し
て
は
配
当

の
ほ
か

に
利
子
を
支

払
う

の
が

一
般
的
で
あ
る
。
そ

の
利
子
率
は
、
同
期

間

の
銀
行

の
利

子
率

で
計
算

さ
れ

る
、
中

国

は
現
在
、

国
営
企

業
、
特

に
大
規
模
な
国

営
企
業

の
株
式
化
を

徐

々
に
進

め
て

い

る
。

以
上
の
よ
う
な
国
営
企
業

の
株
式
会
社
形
態

以
外

に
、
中
国

で
は
他
に
多
く

の
株
式
会
社
形
態
が
存
在
す
る
、

中
国
で
は
、
九

二
年

の
時
点
で
株
式
会
社
形
態

の
企
業
が
約
三

二
〇
〇
社
ほ
ど
存
在
し
て

い
る
.

こ
れ
に
は
、

郷
鎮
企
業
と
中
外

合
資
企
業

は
含

ま
れ
て

い
な

い
。
そ

の
う
ち
、
株
式
を

一
般

公
開

し
て

い
る
企
業
は

八
九
社
で
、
全
体

の
三
%
で
あ
る

従
業
員
が

株
を
持

つ
企
業

は
約

二
七
〇
〇
社
で
、
全
体

の
約

八
五
%
を
占
め

て

い
る
.
企
業
間

の
法
人
持
ち
株
企
業
は
、
約
三

八
〇
社
で
、
全

体

の

一
二
%
を
占

め
て

い
る
、
九

二
年
度
だ
け
で
約

四
〇
〇
社

の

株
式
会
社

の
設
立
が
認
可
さ
れ
た
。
九
三
年

に
は
、
株
式
会
社
形

態

の
企
業
は
、
全
国
で

四
〇
〇
〇
社
余
り
に
達
し
た
。
九

〇
年

一

二
月
九
日
、
中
国
で
最
初

の
証
券

取
引
所
で
あ
る
上
海
証
券
取
引

所
が
発
足
し
、
そ

の
後
中
国
で

二
番

目
の
深
州
証
券
取
引
所
が
発

足
し
た
。

株
式
会
社

の
飛
躍
的
増

大
に

つ
れ
て
、
中
国

の
株
式
市

場
も
急
成
長
し
て

い
る

、
中
国
政
府

は
、
B
種
株

(海
外
投
資
家

向
け
株
式
)

の
発
展
に
カ
を

入
れ
、
B
種
株
を
中
国

の
対
外
開
放

と
外
資

吸
収
の
柱
に
L
た

い
意

向
で
あ
る
、口

国
営
企
業

の
株
式
制
導

入
に
関
し
て
、
中
国
で
は
か
な
り
激
し

い
議
論
が
行
わ
れ

て

い
る
.

導

入
推
進
派

の
主
な
主
張
は
、
株
式
制
度
を
導
入
す
る

こ
と
に

よ
り
、
国
営
企
業
が
活
性
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
す
る
.
国
営
企

業

に
株
式
制
度
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
企
業

の
所
有
権
と

経
営
権
を
分
離
さ
れ
る
。

こ
れ

に
よ
り
、
行
政
と
企
業

の
職
務
分
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離
が

促
進
さ
れ
、
企
業

の
自
主
権
を

保
証
す
る

こ
と
が
で
き
る
と

考
之
た
。

ま
た
、
企
業

の
利
益

配
分
も
明
確
に
な

っ
た
。

こ
れ
ま

で
は
、
企
業

の
獲
得
し
た
利
益
を
国
家

に
全

額
上
納
し
、
企
業

に

は
自
主
裁
量
権
が

ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ

て

い
な
か

っ
た
..
株
式
制

度
が
導

入
に
よ
り
、
国
、
企
業

の
利
益

配
分
は
企
業
か
ら
税
金

と

し
て
国
庫

に
利
益

の

一
部
を
収
め
る
。

税
引
利
益

に

つ
い
て
は
国

は
株
主
と
し
て
、
他

の
企
業
株
主
や
個
人
株
主
と
同
じ
よ
う
に
配

当
を
受

け
る

,

こ
こ
で
も
企
業

は
行
政

の
従
属
的
存
在

で

は
な

く
、
責
任
能
力

の
あ
る
経
営
体
ど
し
て
利
益
配
分
を
行
う

の
で
あ

る
。

株
式
が
内
部
発
行
さ
れ
れ
ば
、
従
業
員

の
株
主
と
し

て
の
個

人
的
利
益
と
、
企
業

の
利
益
が
結
び
付
く
。

こ
れ

は
、
企
業

の
運

命
共
同
体
意
識
を
植
え
付
け
、
従
業
員

に
主
体
性
を
持
た
せ
、

モ

チ
ベ
ー

シ

ョ
ン
を
高
め
る

の
に
役
立

つ
。
さ
ら
に
、
株
式
制
度
に

よ

っ
て
遊
休
資
本
を
集
中
し
、
企
業
活
動
に
有
用

な
社
会
資
本
と

す
る

こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

株
式
制
度
導
入
に
懐
疑
的
な
主
張
も
根
強

い
.

こ
の
代
表
的
意

見
は
、
次

の
よ
う

な
考
之
で
あ
る
り
株
式
会
社
制
度

に
よ

っ
て
、

企
業

の
所
有
権
と
経
営
権
を
分
離
で
き
る
か
に

つ
い
て
も
疑
問
が

あ
る
。
国
営
企
業
に

つ
い
て
は
、
多
く

の
株
式

は
事
実
上
国
家
し

か
保
有
で
き
な

い
。
企
業

の
最
大
株
主
と
な
る
国
家
は
、
自
ら

の

意
志
で
取
締
役
を
送
り
込
み
、
経
営

に

つ
い
て
も
意
志
を
貫

こ
う

と
す
る
。

こ
れ
で
は
、
国
家
が
企
業
を
直
接
管
理
L
て

い
た
従
来

の
体
制

と
同
じ
で
あ
る
。
株
式
制
度
は
、
改
革
-に
よ

っ
て
企
業
が

手
中

に
し
か
け
た
自
主
権
を
55

め
る
こ
と
に
も
な
る
と
所
有

権

・

経
営
権

の
分
離

に

つ
い
て
疑
問
を
投
げ
掛
け

て

い
る
。
さ
ら

に
、

株
式
会

社
は
定
期
的
に
配
当
を
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
株
主

へ

の
配
当
義

務
や

配
当
額
引

き
上
げ

の
圧
力
が

か
か

っ
て
、
企
業

は
、

目
先

の
利
益
ば

か
り

を
求

め
る

こ
と
に
な
る
。

社
会
的

に

は
、
株
式
制
度

の
実

施
に
よ

っ
て
不
労
所
得

の
比
率
が
拡
大
し
、

利
子
生

活
者
を
生
み
出
し
、
社
会

の
不
平
等
感
が
強
ま
る
。
株
式

の
売
買
が
活
発
に
な
れ
ば
、
投
機
的
な

心
理
を
助
長
す
る

こ
と
に

も
な
る

の
で
あ
る
、

株
式
会
社
制
導

入
は
、
実
験
的
段
階
か
ら
本
格
的
実
施

の
段
階

へ
進
ん

で

い
る
.
中
国

の
深
刎
市

(広
東
省
)
は
、

一
九

八
九
年

か
ら
国
営
企
業

の
株
式
制
移
行
を
決
定
し
た
。
深
列
市
で
は
、

八

六
年
度

以
降
、
徐

々
に
大
型
国
営
企
業
が
株
式
制
を
採
用
し
た
、

こ
れ
ら

の
企
業
で
は
、
経
営
効
率
が
急
速

に
向
上
し
た
。
す
べ
て

の
国
営
企
業
と

一
部

の
集
団
企
業
を
対
象

に
、
現
有
資
・産

の
株

へ

の
評
価
替
之
を
実

施
し
て
お
り
、

つ
づ

い
て
国
家
、
企
業
、
個
人

に
よ
る
株
式
保
有
率

の
調
整
作
業
に
入

っ
て

い
る
。

国
家
株
主
に

は
、
深
列
市
政
府
直
属

の
同
市
投
資
管
理
公
司
が
な
り
、
各
企
業

の
役
員

会

に
も

代
表

を
派
遣

す
る

こ
と
に
な
る
。

ま
た
、

公
司

間
、
業
種
間

の
株
式
持
ち
合

い
を
進
め
る
と
同
時

に
、
同
市

に
株

式
市
場

-
深
珂
証
券
取
引
所

1
が
設
立
さ
れ
た
。
中
国
政
府
が
、

国
営
企
…業

の
株
式
制
移
行
政
策
を
今
後
ど
う
行

っ
て

い
ー

か
、
非

常
に
興
味

の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
注
意
深
く
見
ま
も

っ
て

い
き
た

い
。

18



国際 経営 フ ォー ラ ムNo。5

第

三
節

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
企

業
経

営

モ
デ

ル
の
経
営

構

造

本
節

で

は

、
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
企

業

経
営

モ
デ

ル

の
経
営
構

造

の
特

徴
を

指
摘

す
る
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
は

、
ア

ジ

ア

に
比

較
す

る

と
近

代

化

・
産

業

化
が

進

展
し

て
お
り

、
基

本

的

に

は
西
側

先

進
諸

国

に
近

い
企

業

経
過
構

造

に
な

っ
て

い
る
。

オ

ー

ス
ト
ラ

リ

ア

の
企

業

経

営
を

考
え

る
場

合

、

西

側
先
進

諸

国

の
企
業

経

営
構

造

一
般

に
見
ら

れ

る
特

徴
も
存

在

す
る
が

、

オ

!

ス
ト

ラ
リ

ア

独

自

の
特

徴
も

存

在
す

る
。

本
節

で

は
、
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
企

業

経

営

構

・造

で

重

要

で

あ

る

と
考

え
ら

れ

る

特

徴

に

つ

い
て

述

べ

る
。

ま

た
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
企

業

に
対

す
る

日
本

的
経

営

の
移

植

に
関
す

る

問
題

も
議

論

す
る

。

①

ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

i
所

有

と
経

営

の
分

離

と
専

門
経

営
者

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
企
業

経

営

構
造

の
特

徴

と
し

て
ま
ず

指
摘

で

き
る

の
は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
大

企
業

は
、

所
有

と
経
営

の

分
離

が

進

み
、
専

門

経
営

者

が

企
業

経

営

の
か
な

り
を

支

配
し

て

い
る
構

造

に
な

っ
て

い
る
点

で

あ

る
。

ア
ジ

ア

の
華

僑

・
華

人
系

企

業

と
比
較

す

る

と
、

オ

ー

ス

ト

ラ
リ

ア
企
業

の
所

有

と
経
営

の

分

離

は
進

ん

で

お
り
、

経

営
者

支

配
が

進

展
し

て

い
る
。

こ

の
点

で

、
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
企

業

経

営
構
造

は
、

よ
り

近

代
化

し

て

い
る

と
言

之

よ
う
。

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ

メ

ン
ト
組

織

は
、

取

締
役

会

(
しU
O
go
周
6
【
O
h

H
)
一弓
Φ
O
砕
O
門
ω
)

と

経

営

委

員

会

(
穿

Φ
。
鼠

く
Φ

O
o
ヨ

日
曇

Φ
)

で

あ

る

。

(経

営

委

員

会

の
委

員

長

(
O
該
Φ
h

国
図
①
0
9

才
Φ
)

は

、

ζ

餌
呂

讐

口
㈹

掌

奉

0
8

さ

勺
奉

の
一ユ
㊦
葺

な

ど

の
名

称
で

呼
ば

れ

て

い
る
)
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
で

は
、

取

締
役

は
、

以
下

の
三
階
層

に
分

類

さ
れ

る
。
第

一
の
階
層

は
、

経
営

委

員

会

の
メ

ン
バ
ー

で
あ

る

。

た
だ
、

経
営

委
員

会

の
メ

ン
バ

ー
が

取

締
役

を
兼

務

L

て

い
る
場

合

も
あ

る
が

、

取

締
役
を

兼
務

L

て

い
な

い
場

合

も

多

い
。

第

二

の

階

層

は

、

専

門

的

取

締

役

(
勺
『
o
暁①
。。
臨
o
コ
巴

∪
呼
㊦
oざ

同)

で

あ

る
、

専

門

的

取

締

役

は

、

名
家

の
出

身
者

、

公
企

業

や

民
間
企

業

の
退
職

者
、

政

治
家

退

任

者

等

が

い
る
。

第

三

の
階

層

は
、
親

企

業

の
経

営
者

、

大
株

主

の

経

営
者

、

法
律

家
、

弁

護

士
、

科
学

者

、
学
者

な
ど

の
専

門
家

、

な
ど

他

の
企

業

。
集

団

の
人
で

あ
る

。

オ
!

ス
ト

ラ
リ

ア
で

は
、

原

則

と
し

て

は
、
取

締

役
会

が

最
高

意

思
決
定

機

関

と
さ
れ

て

い

る
が

、
実

質

的

に

は
経
営

委
員

会
が

最
高
意

思
決
定

機

関

の
機

能

を

担
う
企

業

が
多

い
。

取
締

役
会

は

、
経
営

委

員

会
委
員

長

の
選

任
、

全
般

的
企

業

経
営

戦

略

の
決
定

を

行

い
、

企
業

の
業

務

執
行

に

関
し

て
は

経
営
委

員

会

に
委

譲

し

て

い
る

形
が
多

い
。

そ
れ

ゆ

え

、

オ

ー

ス
ト
ラ
リ

ア

の
ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ

メ

ン
ト
組

織
を

研
究

す

る
場

合

、

経
営

委
員

会

が
重

要

と
な
る
。

bU
鴇

又

一
Φ
。。
一)
畦
は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
大

企
業

の
所

有

と
経
営

の
分
離

と
経
営
者
支

配
に
関
す
る
実

証

研
究

を
行

っ
て

い
る
。
ゆ
図
詳

が

行

っ
た
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
十

三

の
代
表

的

大
企

業

の
経
営

委

員

会

委
員
長

に
関
す

る

実

証

研
究

に
よ

る

と
、

二
人
が
創

業
者

の
家

族

・
子
孫

で

あ
る

が

、
他

の
十

一
人

は
、

い
わ

ゆ

る
専
門

経
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営

者

で
あ

っ
た
。

十

一
人

の
専

門

経
営
者

の
経
歴

を
見

る

と
、

七

人
は

他

の
企

業

で
成

功

し

た
キ

ャ
リ

ア

の
ゆ
之

ス
カ
ウ

ト

L

た
人

材
で

あ
り
、

残

り

の

四
人

は
自

社
出
身

の
経
営

者

で

あ

っ
た
。

こ

の
結

果

か
ら

、
所

有

と
経

営

の
分
離

が

進
ん

で

い
な

い
大
企
業

も

一
部
存

在

す
る

が
、

多

く

の
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
大
企
業

は
所

有

と
経

営

の
分
離

が

進
ん

で

い
る

と

し

て

い
る

、

ド

ラ

モ

ン
ド

盆
¢
㊤
。。
)
曙
は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
企

業

と

日
本
企

業

の
ト

ッ
フ

マ
ネ

ジ

メ

ン
ト
組

織

と
機

能

に
関

す

る
国

際

比
較
を

行

っ
て

い
る

。
ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ

メ

ン
ト

と
な
る

社
長

(ζ

ゆ
8

σq
-

ヨ
σq

じ
冒
0
9
霞

)

の
出

身

地

位

に

つ

い
て

の
調

査

結

果

で

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
社
長

の
ほ
う

が

日
本

の
社
長

よ
り

内

部

登
用

者

が

よ

り

多

か

っ
た
。

社
長

の
出
身

地

位

は
産

業

に
よ

っ
て
異

な

っ
た
傾

向
を

示

し

て

い
る

,

日
豪

両
国
で

見

ら
れ

る
傾

向
は
、

製

造
者

に

お

い
て
生
え

ぬ
き

社
長

が
多

い
こ
と
で

あ
る

(オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

五

六
、

一
%

、

日
本

四
〇
、

六
%

)
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
金

融
業

に
お

い
て

も
生

之

ぬ
き

型

社
長

が

多

く

占

め
て

い
る

(
四
二
、

九

%

)
.

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

に
お

い
て

は
、

専

門

経

営

者

の
評
価

は
高

い
。
製

造

業

と
金

融
業

に
お

い
て

は
株
式

所
有
者

と
思

わ
れ

る

創
業
者

社
長

や

二
代

目

・
三
代

目

社
長

は

少
な
く

、

専

門

経
営

者
が

多

い
。

こ
れ

に
対
し

て
小
売

業

で

は
創
業

者

も
し

く

は

二
代

目

・
三
代

目

社
長

の
占

め
る

割
合

が

際

立

っ
て

い
る
。

こ

の

こ
と

は
、

こ

の
産

業

に
お

い
て
同

族

的
色

彩
が

強

い
こ
と
を

反

映

し

て

い
る

も

の
で

あ
り

、
事

業

規
模

と
各

産

業
分

野

の
熟

成

度

に
関
連

し

て

い
る

と
し

て

い
る
。

著
者

が
行

っ
た

コ
ー

ル
ズ

・
メ

イ

ヤ

ー
者

の
ケ

ー

ス
研
究

唱
に

お

い
て
も

、
創

業
者

一
族

が

経
営
陣

に

入

っ
て

い
る

も

の
の
、

大

多

数

の
経
営
者

は
専

門

的
経
営
者

で

あ

っ
た

、
オ

ー

ス
ト
ラ

リ

ア

の
大
企
業

は
、

他

の
先

進
諸

国

に
見
ら

れ

る
よ

う

に
、
所

有

と

経

営
が

分

離
し

、
専

門

経
営

者

が
出

現

す

る
経
営
者

支

配
と

な

っ
て

い
る
,

②

労

使
関
係

-
産

業

別

・
職

業

別
労

働
組

合

労

働

組

合

に
は

、

企

業

別
組

合

(O
o
白
b
㊤
コ
k
d
巳
8

)
、

産

業

別

組

合

(
冒

侮
¢
。。
け鼠
巴

d
巳
o
昌
)
、

職

種

別

組

合

(
O
同
駄
甘

d
巳
o
コ
)

に
分
類

す

る

こ
と
が

で
き

る

。
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
労

働
組

合

は
、

通
常

、
職

種

別
組

合

か
産

業
別

組
合

の

い
ず

れ

か

で

あ
る

。

純
粋

の
職

種

別
組

合

は
少

な
く

、

通
常

の
組

合

は
、

い
く

つ
か

の
関
連

し

た
職

種
を

含

ん
で

い
る

、

こ

の
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
労
働

組
合

が
産

業

別

・
職

業
別

労

働
組

合

で
あ

る

と

い
う

特

徴

は
、

日
本

の
労

働

組
合

が
企

業

別
組

合

で
あ

る

と

い
う

点

と

比
較

す

る

と

大
き

な
相

違
が

あ

る
。

た

だ
、

イ
ギ

リ

ス
や

ア
メ

リ

カ

な

ど

の
西
側
先

進
諸

国

の
労

働
組

合

は
、
産

業

別

・
職
業

別

労

働
組

合
が

一
般
的

で
あ

る

こ
と
を
考

え

る

と
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
労

使

関
係

は

世
界

的

に
見

て
特

殊

と

い
う

訳
で

は
な

い
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
労

働
組

合

が

産

業

別

・
職
業

別

労

働

組

合

で

あ

る

と

い
う

こ
と

は
、

一
つ
の
企

業

に

二

つ
以
上

の
組
合

が

存

在

し

て

い
る

可
能

性
が

高

い
こ
と

に
な

る
。
事

実

、
オ

ー

ス
ト

ラ
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リ

ア

の
多

く

の
企

…業
は
、

通
常

、

二

つ
以
上

の
組
合

が

あ

る
。

企

業

内

の
各

組
合

は
、
排

他

的

な
職

務
⊥

の
管

轄
範

囲
を

持

つ
事

に

な
る
。

こ

の

こ
と

は
、

企

業
内

の
各
組

合
間

の
職
務

境
界

を

め
ぐ

る
ト
ラ

ブ

ル
が
生

じ
や

す
く

な
る
。
す

な
わ

ち
縄
張
り

へ∪
㊦
ヨ
餌
7

0
獅。
江
O
鋤

b
δ
b
露

①
)

の
問

題

で

あ

る

。

こ

の

縄

張

り

の
存

在

は
、

ジ

ャ
ス
ト

・
イ

ン

・
タ
イ

ム

。
シ

ス
テ

ム
や

多

能

工
の
よ
う

な

日
本

的
生

産

シ
ス
テ

ム

の
導

入
を

困

難

に
し

て

い
る

ロ

オ

ー

ス

ト

ラ
リ

ア

の
労

使

関
係

の
特

徴
は
、

労

使

紛
争

に
関
す

る
諸

制
度

が

、

調
停

よ
り

む
し

ろ

仲
裁

制

度

に
重
点

が

お
か
れ

て

い
る
事

で

あ

る
リ

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

で

は

、

労

使

双
方

が

お

互

い
に

譲

り

合

わ

ず

、
事

態

が

困
難

に
直

面
し
た

場
合

は
、

仲
裁
制

度

が

重
要

と
な

る
。

調
整

制

度

が

、
時

に
重

要

な

役
割

を
果

た

す

こ
と

は
事
実

で

あ

る
が
、

比
重

は

圧
倒

的

に
仲
裁

制

度

に
依
存

し

て

い
る
。

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
で

適
用

さ
れ

て

い
る
、

仲
裁

制

度

の
法
律

的
体
系

は

極

め

て
高

度

で

、
完

備

さ
れ

て

い
る

が
、

二

つ
の
意

味

で

法

的
拘

束

力

を
持

っ
て

い
る
。

第

一
に
、

い

っ
た
ん

仲
裁
委

員

会

が
仲

裁

と

い
う

形
で
裁

定

を

下
す

と
、

そ

の
対

象

に
な

っ
た
経

営
者

、

組

合

は
法
的

に
拘
束

さ
れ

る

.
す

な
わ

ち
、
賃

金
裁

定

、

そ

の
他

の

裁

定

は
、

決

ま
る

と
法
的

拘
束

力
を

持

っ
て

い
る
。

第

二
に
、
意

義

的

に
は
も

っ
と
重
要

で

は
あ

る
が

、

経
営

者

、
あ

る

い
は
組
合

の

一
方

が

仲
裁

委
員

会

の
裁

定

に
判

断

を
委

ね

る
や

、

相
手

は

そ

れ

を
共

通

の
問

題

と
し

て

認
識
L

、

そ

の
仲
裁

裁

定

の
席

に
座
ら

な

け
れ

ば

な
ら

な

い
こ
と

で
あ

る
。

歴

史
的

に
は
、
組

合

側
が

、

積

極
的

に
仲
裁

委
員

会
を

訴
之

で

て
、
経

営
者

側

を

仲
裁

の
傘

の

下
に
座

ら

せ
る

傾

向
が

あ

っ
た
。

い

っ
た
ん

仲

裁

委
員

会

に
提

訴

す
る

と
、

双
方

と
も

同
時

に
拘
束

さ
れ

た
。

少

し

詳

し
く

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
連

邦

の
仲
裁

制

度

を

見

て

み

よ
う

。
連

邦

の
仲
裁

制

度

の
中

心
と
な
る
機

関

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

労

使
関

係
委
員

会

で

あ

る
。

労
使

関
係

委
員

会

は
、

こ

こ
に

持

ち

込
ま

れ

た
争
議

に

つ

い
て
公
聴

会

を
開

く
権

限

を
持

ち
、

調

停

が

失

敗
L

た
場
合

仲
裁

に
移

行
す

る

こ
と
が

で
き

る
。

こ

こ
で

決

定

さ

れ

る

労

使

関

係

や

雇

用

条

件

は

裁

定

(
〉
毛
鋤
a

ω
)

と
呼

ば

れ

る
。
組

合

側
が

一
連

の
要
求

事
項

表

(
δ
σq
o
暁
o
H巴
8

ω)

を

経
営

側

に
提

出
し

、

こ

の
要
求

書

が

一
定

の
期

限
内

に
拒
否

さ

れ

る

か
あ
る

い
は

回
答
を

得

ら
れ

な

い
場
合

に

は
、

争
議

が

発

生

し

た

と
見

な

さ
れ

、

労
使

関

係
委
員

会

の
介

入
を

可
能

に
す

る
。

組

合

側

の
要
求

水
準

と
、

経

営
側

の
回
答

と

の
乖

離

が

、

紛
争

の

範

囲

(
〉
ヨ

σ
一¢

と

な
る

。

こ

の
紛
争

の
範

囲

に
よ

っ
て
、

労

使

関

係

委

員

会

が

争

議

を

解

決

す

る

た

め

の
新

し

い
裁

定

を

出

し
、

あ
る

い
は

現
行

の
裁

定

の
条
件

変
更

を

行
う

た

め

の
範

囲
が

決

ま

っ
て
く
る

。

労
使

関

係
委
員

会

は
、

ま

た

調
整

に
持

ち

込
ま

れ
る

前

に
労
使
間

で
結
ば

れ

た
労

働
協
約

の
公

認

(日
げ
Φ
8

辱
墜

-

o
o
隊
8

0
h
9。
σq
唇
Φ
ヨ
㊦
艮

。。)

を

す

る

権

限

を

持

っ
て

い
る
。

こ

れ

に
よ

っ
て
労

使
間

で
自

主
的

に
賃
金

労

働
条

件

に

つ

い
て
協

約

を
結

び

、
労

使

関
係

委
員

会

に
登

録
し

て
認

め

て
も
ら

う

こ
と
も
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可
能

と
な
る
。

こ

の
よ
う

な

形
で

認

め
ら
れ

た

協

約
も
裁

定

と
同

一
の
取

扱

い
を
受

け

る
。

近

年

か
な
り

の
裁

定

は
、
労

使

関
係
委

員

会

自
ら

が

決
定

し

た
所

産

で

は
な
く

、
事

前

に
経
営
者

と
労

働

者

と
が

一
応

の
合

意

を

達

し

た

も

の
を

仲
裁

委

員

会

に
持

ち

込

み
、

権

威

づ
け

し

て
も
ら

う

形

と

な

っ
て

い
る
。

こ
れ

を

、
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
で

は

同

意

裁

定

(O
o
霧

㊦
曇

〉
乏
胃

α
・。
)

と

呼

ん

で

い
る
Q

裁

定

(ア

ワ
ー

ド
)

は
、

通
常

、
賃

金

レ
ー

ト
や

雇

用

条
件

の

最

低
基

準

で
あ

る
。

組

合

は
、

裁
定

を

越
之

る
賃

金

レ
ー
ト

や
雇

用

条

件
を

経
営

側

か
ら

引

き

出
す

こ
と
は
自

由

で

あ
る
。

こ
の

こ

と

か
ら
、

労

使
間

の
団

体

交
渉

は
、
裁

定

以
上

の
レ
ー

ト
や

条
件

に

つ

い
て

だ
け

に
限
定

さ
れ

る
。

裁
定

を

越
え

る
賃

金

水
準

を
支

払
う
事

を
、
オ

ー

バ
ー

・
ア

ワ
ー
ド
賃

金

(○
〈
霞

-
餌
乏
胃

創
b
㊤
気
-

日
①
曇
ω
)

と

い
う

。

オ

ー

バ
ー

・
ア

ワ
ー
ド
賃

金

は
、

経
営

者

が

高

額
賃

金

や
高

条
件

で

労
働

力

を
引

き
付

け

よ
う

と
考

え

る
場

合

二
多

、
u

ー

㌔

以
上

の
よ

う

に
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
労

使

関

係

の
特

徴

と
し

て
、
産

業

別

・
職

業
別

労

働
組

合

の
存
在

、

仲
裁

制

度

の
高
度

な

発

達

と

い
う
特

徴
を
も

っ
て

い
る
。

日
本
的

経

営

の
特

徴
で

あ
る

企

業

別
労

働
組

合

シ
ス

テ

ム
を

、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

に
移
転

さ

せ

る

こ
と
は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
労

使
関
係

の
伝
統

か
ら
し

て
極

め

て
困

難
で

あ

る
。

③
賃

金

決
定

シ

ス
テ

ム

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
労
使

関

係

は
、

前

節

で

も
述

べ
た

よ

う

に

公
共

部
門

と
民

間

部
門

双
方

で

強
制

仲
裁

制

度
を

採

用
し

て

い
る

と

い
う
特

徴
が

あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
で

は
、
労

使

関
係

委
員

会

と

い
う

公

的

な
仲
裁

機

関
が

労

使
紛

争

に
介

入
し

て
解

決

す

る

と

い
う

パ
タ

ー

ン
が

一
般

的

で
あ

る
。

労

使

の
団
体

は
、

仲
裁

機

関

に
登

録
さ

れ

る

こ
と
に
よ

っ
て
、

仲
裁

機
関

に
対

し

て

調
停

あ

る

い
は
強
制

仲
裁

の
申

し
立

て
を

す

る

こ
と
が

で

き
、

い

っ
た
ん

強
制

仲
裁

の
段

階

に
移

行
す

る

と
、

仲
裁
裁

定

は
労
使

双
方

に
対

し

て

強
制

力

を
持

つ
。

こ

の
強

制

仲
裁

制

度

の
存

在

に
よ
り

、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
企

業

の
賃

金

決
定

は
、

か

な
り
特

殊

な

形
態

と

な

っ
て

い
る
。

オ

ー

ス

ト

ラ
リ

ア

の
賃

金

決
定

シ

ス
テ

ム
は
、

中
央

の
裁

定

機
関

に
よ
る

賃

金

裁

定

(〉
≦
鋤
a

)

に
よ

っ
て

多

く

の
企

業

が

実

質

的

に
決

定

さ

れ

る

。

こ

の
オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

の
賃

金

決

定

制

度

を

、

ア

ワ
ー
ド

に
よ

る
賃

金

決
定

と
呼

ば
れ

て

い
る
。

こ

の
賃

金

シ

ス
テ

ム
は
、

企
業

ご

と

に
労
使

が
交

渉

し

て
賃
金

を

決
定

す

る

と

い
う

一
企

業

一
交

渉

(企

業
別

交

渉
)

に
よ
る
賃

金

決

定
で

は

な

い
と

こ
ろ

に
特

徴
が

あ

る
。

こ

の
よ
う

な

オ

ー

ス
ト
ラ

リ

ア

の
賃

金

設

定

シ
ス

テ
ム

は
、

西
欧

諸
国

に
も
見

ら
れ

な

い
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

独

自

の
制

度
で

あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
賃

金

決
定

シ

ス
テ

ム

は
、
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
企

業

経
営

の
あ

り
方

に
大

き
な

影

響
を

与

之

て

お
り
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
企
業

経
営
構

造

を
考
察

す
る
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場
合

極

め

て
重

要
で

あ

る
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
で

は

、
賃

金

決

定

が
連

邦
や

州
と

い

っ
た

中

央

レ

ベ

ル

に
よ

り

、

ほ

ぼ

決
定

さ
れ

て

L

ま

う

と

い
う

制

度

に

な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
企
業

間

、
産

業

間

の
生
産

性

格
差

や

支

払

い
能
力

と
無

関
係

に
決
定

さ
れ

て
し

ま
う

と

い
う
賃

金

決
定

の

硬
直

性

と

い
う
問

題

が

生
ず

る
。

中
央

レ
ベ

ル
で

の
賃

金

決
定

や

ア

ワ
ー

ド

は
、
賃

金

水
準

を
全

国

的

に
平
準

化

さ

せ
、

同

一
職

種

で

は
全

国
同

一
賃

金

で

あ
る

同

一
労

働
同

一
賃

金

と
な

る

り

こ

の

制

度

は
、

企

業

の
側

か
ら

見

る

と
、

高
業

績

の
企
業

で

あ

っ
て
も

お
も

い
き

っ
た

高

い
賃

金

を
支

払

う

こ
と
が
困

難

と
な

り
、

よ

り

優

秀

な

人
材

の
確

保

が

で

き

に
く

く

な

る

し

、

低

業

績

の
企

業

は

、

支

払

い
能

力

を

越

え

た
賃

金

を

支

払

わ

ざ

る

を

得

な
く

な

り

、

業
績

が

ま

す
ま

す

悪
化
す

る

。

ま
た

、
従

業
員

の
側

か
ら

見

る

と
、

こ

の
制
度

は
、

一
生
懸

命

働

い
て
成
果

を

上
げ

て
も
賃
金

が

変

わ
ら

な

い
の
で
、

賃

金
が

イ

ン
セ

ン
チ

ィ
ブ

と

は
な
り

に
く

い
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

で
は
、

賃

金

が
企

業
や

個

人

の
業
績

を

反

映
し

な

い
硬
直

的
構

造

と
な

っ
て

い
る
。

こ

の
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
硬
直

的
賃
金

制

度

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
企
業

の
ほ

と
ん
ど

の
従
業

員

に
適

用

さ
れ

て

い
る

の
が

現
実

で
あ

る

の
で

、

日
系
企

業

が

独
自

に
企

業

別
賃

金
交

渉

を
行

う

の

は
困

難

で
あ

る
。

企
業

別
賃

金

交

渉

が

可
能

な

の
は
、

オ

ー

バ
ー

・
ア

ワ
ー
ド

の
賃

金

と

ボ
ー
ナ

ス

に
関
す

る
交

渉

の
み

で

あ
る

り

こ

の
よ
う

に
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
で

は
、
賃
金

決

定

と

い

っ
た
重

要

な
企

業

の
人
事

政
策

が
制

約

さ
れ

て

お
り
、

そ

の
意

味

で

日
本

的

賃

金

体
系

を

オ

ー
ス

ト
ラ

リ

ア

に
移

転

さ

せ
る

事

は
現

状
で

は
困

難

で

あ
る
。

④

人
事

・
組
織

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
人
事

・
組
織

は
、

他

の
西

欧

諸
国

と
共

通

L

た
特

徴
が
あ

る

.
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
は
、

歴

史
的

に
見

る

と
イ

ギ

リ

ス

の
植
民

地
か
ら

発

展
し

て

お
り

、

人
事

・
組

織

の
面

で

は

イ

ギ

リ

ス

の
影

響

が
強

く
見

ら

れ

る

、
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
人
事

。
組

織

の
特

徴

と
し

て
、

以
下

の

二
点

に

つ

い
て
考

察
す

る
。

二

)

キ

ャ
リ

ア
形
成

と
熟

練

形
成

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

は
、

欧

米

一
般

の
キ

ャ
リ

ア

形

成

と

同

じ

く

、

同

一
の
職

種

で
昇

進

、

キ

ャ
リ

ア

を

積

む

傾

向

が

あ

る

。

オ

ー

ス
ト
ラ
リ

ア

の
ホ

ワ
イ
ト

カ

ラ

ー
は
、

日
本

の
よ
う

な

ゼ
ネ

ラ
リ

ス
ト

指

向

で

は

な

く

、

ス

ベ

シ

ャ
リ

ス

ト

指

向

で

あ

る

。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
ブ

ル

ー

カ
ラ

ー

に
お

い
て

も
、

単

一
の
技
能

に
限
定

さ
れ

た
単

能

工
と
し

て

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
を

行

っ
て

い
る

の
が

一
般

的

で
あ

る
。

そ

の
理
由

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
労
働

組

合

は
職

種
別

に
組
織

化

さ
れ

て

お
り

、
そ

の
結
果

と
し

て
企
業

内

に
複
数

組
合

が
存

在

し
、

労

働
者

の
職
種

転

換
を

困

難

に
す
る

か
ら

で
あ

る
。

著
者

の
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

日
系

企
業

調
査

に
お

い

て
も

、
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

日
系

企
業

に
お

い
て

は
、

他
部

門

へ
の

配
置

転

換

。
ジ

ョ
ブ

ロ
ー

テ

ー

シ

ョ
ン
は

少
な

い
と

い
う
結

果
が

出

た
。
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オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の

一
企

業
多

組

合

と

い
う

現
実

は
、

組
合

間

の
縄

張
り

紛
争

か
ら

、

よ
り

柔
軟

な

人
事

・
労
務

政
策

が

困

難

に

な

る

。

す

な

わ

ち
、

ジ

ョ
プ

ロ
!

テ

ー

シ

ョ

ン

(
配
置

転

換

)

や
、

多

能

工
化

と

い
っ
た
柔

軟

な
キ

ャ
リ

ア

形
成

政
策

が

、
組

合

間

の
障

壁

に
よ

り

不

可

能

に

な

っ
て

く

る
。

さ
ら

に
問

題

な

の

は
、

急

速

な
技

術
革

新

に
対

し

て
、
組

合

が

抵
抗

す

る
場
合

で

あ

る

。

ロ
ボ

ッ
ト

、

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
、

N

C

工
作

機

、

フ

ァ
ク

ト

リ

ー
オ

ー
ト

メ
ー

シ

ョ
ン
と

い

っ
た
最

新

の
設
備

・
機

械

の
導

入

が
、

組

合
員

の
職
種

を
奪

っ
た
り

、

新

た
な

技
術

を
習

得
す

る

必

要

か
ら

、
そ

の
導

入

に
組

合

が

反
対

す
る

の
で

あ

る
。

以
上

の
よ

う

な
労

使
関

係

の
問

題
が

、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
産

業

の
国
際

競

争

力

を
著

し

く

低

下
さ

せ

て

い
る

と

い
う

主
張

も

根
強

い
。

次

に
、
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
企
業

の
熟

練

形
成

に

つ

い
て
考

え

て

み

よ
う

、

オ

!

ス
ト

ラ

リ
ア

の
内

部

労
働

市
場

に
関
す

る
多

く

の
研
究

に

よ
る

と
、
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
で

は
、
内

部

労
働

市
場

が

発
達

し

て

い
な

い
、

と

い
う

結

論
が

多

い
。

一
般

的

に

は
、
内

部

労
働

市
場

が

未

成
熟

の
よ
う

で

あ
る

、一
オ
ー

ス
ト
ラ
リ

ア

の
熟

練

形
成

は
、

企

業

内

教

育

よ

り

公
共

の
職

業

訓

練

機

関
や

徒

弟

制

に
多

ー

を

負

っ
て

い
る

。
特

に
、
ブ

ル

ー
カ

ラ

ー

の
熟

練

工
は
、

企
業

間

の

労
働

移

動
率

が
高

く

、
外

部

労
働
市

場

が
発

達

し

て

い
る
傾

向
が

あ
る
。

し

か
し
、

大
企

業

や
ホ

ワ
イ
ト

カ

ラ
ー

の

一
部
で

内

部
労

働
市

場

が

発
達

L

て

い
る

ケ

ー

ス
も

存

在
し

て

い
る
よ
う

で

あ
る

。
叫

A

W

I

R
S

(〉
=
ω
訂
卿
=
雪

≦
o
蒔

互
卿
8

図昌

話

9

巴

菊
。
-

冨
畝
o
口
。。
OQ
¢
薯
㊦
蜜
)

(一㊤
㊤
一
)

而
の
研
究

に
よ

る

と
、

い
ー

つ
か

の
大
企
業

で

は
、

管

理
職

の
多

く

は
、

内

部
昇

進

に
よ

る
も

の
で

あ

っ
た
。

約

四
〇
%

の
調

査
事

業
所

で

は
、
事

業
所

の
管

理
者

の

約
九

〇
%

は
内

部

昇

進
で

あ

っ
た
。

管

理
者

の
内
部

昇
進

の
割
合

は
、

民
間

部
門

よ

り

公
共

部
門

で
高

か

っ
た

、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
企

業
内

教
育

訓

練

に

つ

い
て
見

て
み

よ
う

而
、

オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア

の
教

育

訓
練

に

関
す

る

研
究

に
よ

る

と
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

企
業

は
企
業

内
教

育

に
対

L

て

必
ず
し

も
熱

心

で

は

な

い
よ
う

で

あ

る
.

一
九

八
九

年

オ

ー

ス
ト
ラ

リ

ア
政
府

統

計
局

で
実

施

さ
れ

た
教
育

訓
練

出
費

調
査

に
よ

る

と
、
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
企
業

の
教
育

訓
練
費

用

は
、

人
件
費

総

額

の
二

・
二
%

で

あ

っ
た
、

こ

の
割
合

は
、

他

の
O

E
C

D

諸
国

の
教
育

訓

練
費

の

平

均
よ

り

低

い
。

ま

た
、

民

間
企

業

よ

り

公
企
業

の
ほ
う

が

教
育

訓

練
費

用

の
割

合
が

高

か

っ
た
。

教

育

訓
練
費

用

の
総

人
件
費

に

対

す
る

割
合

は
、

公
企
業

で

は
三

・
七
%

、

民
間

企
業

で

は

一

・

七
%

で

あ

っ
た

。
特

に
、

中

小

民
間

企
業

の
教
育

訓
練
費

用

の
割

合

が

低

い
。

調

査

結

果

に
よ

る

と
、

中

小
民

間

企

業

の
約
半

数

が

、

教

育

訓

練

費

用

が

ゼ

ロ
で

あ

っ
た

、
○
=
穽
巴
コ

(お
。。
刈
)

岬

は
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
教

育

訓
練

に

関
す

る
投
資

は
、

西

ド
イ

ツ
、

日
本
、

ア

メ
リ

カ

に

比
較
し

て

少

な

い
と
指

摘
し

て

い
る
。

こ
れ

は
、
オ

ー

ス

ト

ラ
リ

ア
で

は
内
部

労

働
市

場

が
未

発
達

で

あ
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る

こ

と
、

ま

た
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
熟
練
範

囲
が

狭

い
こ
ど

に

原

因

が

あ

る

唱
。

特

に
、

熟

練

工
は
、

一
企

業
内

で

の
キ

ャ
リ

ア

パ

ス
よ

り
、

企

業
間

移

動

に
よ
る

キ

ャ
リ

ア

パ

ス
が
多

い
.

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
職
業

訓
練

は
、

伝
統

的

に
イ
ギ

リ

ス

の
制

度

に
近

い

。オ

!

ス
ト

ラ
リ

ア

の
職

業

訓
練

に
お

い
て
、

政
府

や

州

に
よ
る

公

的

教

育

訓

練

機

関

の
重

要

性

は
高

い
。
A

W

I

R

S

に

よ

る

と
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
政
府

の
教

育

訓
練
投

資

額

は
、

他

の
先

進

諸

国

比
較

し

て
遜

色

な

い
。

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
代
表

的

公
的
職

業

教

育

機

関

は

、

T

A

F

E

(
弓
o
魯

三

8

}
餌
a

哨
母

爵

曾

国
山
g
$

江
8

)

で
あ

る
。

こ

こ
で

の
職
業

訓
練

の

一
般

的

コ
ー

ス

は
、

修
業

年

限

三
年
、

一
年

三
六

週
間

週

一
日
の
授
業

で
、

の
べ

八
〇

〇
時
間

の
授
業

を
受

け

る

と

い
う

も

の
で
あ

る
。

入
学
す

る

学
生

の
多
く

は
、
実

際

に
働

い
て

い
る

労
働
者

で

あ

る
。
T

A
F

E

は
、
外

部

労

働
市

場
で

仕
事

が

得
ら

れ

る

よ
う

な
専

門

的
職

業

教

育

訓
練

を

行

っ
て

い
る
。

以
上

の
よ

う

に
、
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
で

は
、
ホ

ワ
イ

ト

カ
ラ

ー

て
は
専

門

的

.
ス

ヘ
シ

ャ
リ

ス
ト
的

キ

ャ
リ

ア

形
成

が

行

わ
れ

、

ブ

ル

ー
カ

ラ

ー
で

は
単

一
的
職

種

的

の
キ

ャ
リ

ア

形
成

が

行
わ

れ

て

い
る
事

、

ま

た
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
熟
練

形
成

は
企

業
内

教
育

よ

り
外

部

の
職

業

訓
練

機

関

に
多

く

を
負

っ
て

い
る
事

、

と

い
う

特

徴
が

あ

る
。

た

だ
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
で

は

現
在
、

企

業
内

教

育
訓

練

を
重

視

し
、

企
業

内
部

で

の
熟

練

形
成

を

よ
り

一
層
充
実

さ

せ

て

い
こ
う

と

い
う

動

き

が
あ

る
。

日
本
企

業

の
特

徴
で

あ
る

内

部

熟
練

形
成

、

ゼ

ネ
ラ

リ

ス
ト

的
昇

進
、

内

部
昇

進
、

多
能

工

化

と

い
っ
た

人
事

政
策

を
、

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

に
移

植
す

る

こ
と

は
不

可
能

で

は
な

い
。

労
使

関

係
等

で
困

難

な

状
況

下
で

は
あ

る

が

、

む

し
ろ

こ

の
日
本

的

経

営

シ

ス
テ

ム
、
特

に
多

能

工
化

に

つ

い
て

は
オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア

で

注

目
さ
れ

て

い
る
。

著
者

が

ケ

ー

ス

研
究

を

行

っ
た

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の

エ
ク

セ

レ

ン
ト
企

業

で

あ
る

コ
ー

ル
ズ

メ
イ

ヤ

ー

社

の
人
事

戦

略

㊧
は
、

内

部

昇

進
、

内

部
熟

練

形
成

、

福
利

厚

生

の
重

視

と

い
っ
た
ど

ち
ら

か

と

い
う

と

日
本

的
経

営

に
近

い
形
で
あ

る

こ
と
も

極

あ
て

注
目

さ
れ

よ
う

。

(
二
)

組
織

行

動

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
企
業

の
組
織

行

動

の
特

徴

に

つ

い
て
考

察

L

よ

う

。

意

思
決

定

に

つ

い
て

は
、

オ
ー

ス
ト
ラ
リ

ア

の

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

の
意

思
決

定

ス
タ

イ

ル

は
、

ボ

ト

ム

ア

ッ
プ

よ
リ

ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン

を

選
好

L

て

い
る

傾
向
が

あ

る
。

従

業
員

の
価
値

観

に

つ

い
て
は
、

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
従
業
員

は
個

人
主
義

的

価
値
が

強

く

、
余

暇
指

向

と

い
う
特

徴
が
あ

る
,

職

務

は
、
職

務

記
述
書

等

に
よ
り

職
務

内

容
、

権

限
、

責

任
が

明
確

に
限
定

さ
れ

て

い
る

の
が

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
で

は

一
般

的
で

あ

る

。

そ

の
意

味

で

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

は
職

務

が

限

定

的

で

あ

り

、

か

つ
文
書

化

さ
れ

て

い
る

と

い
う

特

徴
が

あ

る
。

以
上

の
よ
う

に
、
オ

ー

ス
ト
ラ
リ

ア

の
組

織
行

動

は
、

ト

ッ
プ
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ダ
ウ

ン
の
意

思

決
定

、

個

人
主
義

的

価
値

観
、

職

務

の
限
定

性

と

文
書

化

と

い
う
特

徴
が

あ
り

、

こ
の
特

徴
は

他

の
西
欧
企

業

の
組

織

行

動

一
般

に
見
ら

れ

る
も

の
で
あ

る

.

日
本
企

業

の
組

織

行
動

は
、

こ
れ

と
反
対

に
、

ボ

ト

ム
ア

ッ
プ

の
意

思

決
定

、
集

団

主
義

的

価
値

観
、
職

務

の
無
限

定

と
文
書

化

の
遅
れ

、

と

い
う
特

徴
が

あ

る

の
は
周

知
で
あ

ろ
う

,

こ

の
よ

う

な

日
本

企
業

の
組
織

行

動

の
特

徴
を

、

オ

ー

ス
ト
ラ

リ

ア

に
移

植

さ

せ

る

こ

と

は

難

し

い
.

む
し

ろ

、

日
本

企

業

は

オ

ー

ス
ト
ラ

リ

ア

に
適

応

す

る
た

め

に
、
ど

う

日
本

的

経
営

を
変

化
さ

せ
て

い
ー

か
が
重

要

と
な
ろ

う

、

日
本

的

経

営

シ

ス
テ

ム

の

生

産

に

関

し

て

の
移

植

は

比
較

的

容

易

で

あ

り

、

Q

C

サ

ー

ク

ル
、

多

能

工
化
等

が

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

に
紹
介

さ
れ
導

入
き
れ

て

い
る

、

L

か
し

、
組

織

行

動

に
関

し

て

の
日
本

的

経
営

の
移

植

は

難
し

い
、
組
織

行

動

は
、

そ

の
国

の
伝
統

的

な
文

化

.
社
会

か
ら

生

じ

て

い
る
部
分

が
多

く

、

そ
れ

は
容

易

に
変

わ

る
も

の
で

は
な

い
か
ら

で

あ
る

。

お
わ
り
に

1
今
後

の
研
究

課
題

本
稿
で
は
、

ア
ジ
ア

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
三

つ
の
国
際
比
較

企
業
経
営

モ
デ
ル
に

つ
い
て
研
究
し
た
。
著
者
が
目
指
し
て

い
る

国
際
比
較
経
営
学

研
究

に
お

い
て
将
来
に
残
さ
れ
た
研
究
課
題
は

ま
だ
多

い
。

今
後

の
研
究

課
題

の
第

一
は
、
世
界
的
視
野
に
立

っ
た
国
際
比

較
経

営
理

論

の
構

築

で
あ

る
、

本
稿

で

は
、

地
域
的

に
ア
ジ

ア

主

要
諸

国

と
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

に
限
定

し

て
議

論
を

行

っ
て

い
る

イ
ギ

リ

ス
、

ア

メ
リ

カ
、

ド

イ

ツ

と

い
っ
た

他

の
先

進

諸
国

の
企

業

経
営

を
国

際

比

較
経

営
学

の
視
点

か
ら

研
究

L
、

世
界

的
視

点

か
ら

企

業

経
営

の
国
際

比

較

研
究
を

行

い
た

い
と

い
う

著
者

の
夢

が

あ

る

口
そ
れ

は

、
文

明

、
歴

史

と

い

っ
た
視
野

か
ら
企

業

経
営

の
流
れ

を

見

る

こ

と
で
あ

る

、

人
類

の
文

明

史
的
観

点

か
ら

国

際

比

較

経

営

理
論

研

究

を

さ

ら

に
深

め

て

い
き

た

い
と
考

之

て

い

る
。第

二

の
研
究

課

題

は
、

ア

ジ
ア

地
域

の
企

業
経

営

研
究

の

一
層

の
深

化
で

あ
る

。

二

一
世
紀

は
ア

ジ
ア

の
時

代
で

あ

ろ
う

,,
ア

ジ

ア

に

は
、

多
様

な
文

明
や

文

化
が

あ
る

、

現
在

経
済

発
展

の
著

し

い
国
が
あ

り

、
ま

た

経
済

的

に
停

滞

し

て

い
る

国
も

あ

る

,
そ

れ

故
、

ア
ジ

ア

は
極

め

て
多
様

で

あ
る

し

か
L
、
著

者

が
見

る

と

こ
ろ
、

ア
ジ

ア

に
は
共

通
し

て
底

知
れ

ぬ

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

あ

る
よ

う

に
思
う
.

そ
れ

は
、

西
欧

の
そ
れ

と
は
異

質

の
も

の
か
も

知
れ

な

い
.
本

稿

で

は
、

ア

ジ
ア

の
企
業

経

営

の
ほ
ん

の

一
部

し

か

論

じ

る

こ
と
が

で

き
な

か

っ
た

.
著
者

は
今

後
、

魅
力

的

で
将

来

性

の
あ
る

ア

ジ
ア

企
業

に
関
し

て

国
際

比
較

経
営

の
視
点

か
ら

さ
ら

に
深

め

て

い
き

た

い
と
考
え

て

い
る

一

第

三

の
研
究

課

題

は
、

日
本

企
業

の
国
際

化

に
関
す

る

研
究

の

一
層

の
深

化
で

あ

る

,

日
本
企

業

の
国

際

化

は
、

現
在
急
速

に
進

展

し

て

い
る

、
本

稿

で

は
、

ア

ジ
ア

・
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

へ
の

日
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本
企
業

の
海
外
進
出
に
関
す
る
考
察
を
行

っ
た
。

日
本
企
業

の
多

国
籍
化

と
そ

の
規
模

の
拡
大
に

つ
れ

て
、

日
本
企
業
は
世
界
に
対

し

て
多
く

の
責

任
を
持

つ
よ
う

に
な

っ
て

い
る
。

地
球

環
境
問

題
、
経
済
発
展
等

に
お
け
る

日
本
企
業

の
役
割
は
こ
れ
か
ら
重
大

で
あ
る
、

著
者

は
、

日
本
企
業

の
国
際
化

と
多

国
籍
化

に
関
し

て
、
企
業
倫

理

の
視
点
を
重
視
し
な
が
ら
日
本
企
業
国
際
化
に
関

す
る
理
論
的

。
実
証
研
究
を
行

い
た

い
と
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え
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る
口
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